
人の動き（５月末日現在）

　人口　　３９，３８９人（－７ ）

　男　　　１８，４３７人（＋７）

　女　　　２０，９５２人（－１４）

　世帯　１５，６５９世帯（＋１７）

　出生　　　 　２２人（＋３ ）

　死亡　　　 　４７人（＋３ ）

※外国人を含めた数値。（　）は前月比。

市内の交通事故状況（５月末日現在）

５月 累計 前年比

発　生 １４件 ６２件 －１６件

死　者 ０人 ０人 －３人

傷　者 １４人 ７５人 －３２人

市内の街頭犯罪等発生状況（５月末日現在）

５月 累計 前年比

侵 　 入  　盗 ４件 １４件 －６件

自  動  車  盗 ２件 ２件 －１件

オートバイ盗 ３件 ８件 ＋４件

自  転  車  盗 ２件 ９件 －１５件

車 上 ね ら い １件 ５件 －１１件

水道の休日当直当番業者

月 日 指定工事事業者 電　話

７

２㈯ ㈲港南設備 稲　荷 ９８２－４４８７

３㈰ ㈱佐々木工業所 湊　町 ９８３－０４５０

９㈯ Ｋ・シマダ 下吾川 ９８３－６５５３

１０㈰ ㈲協和設備工業 上吾川 ９８３－４１８５

１６㈯ ㈲栄電機設備 中　山 ９６７－１３１８

１７㈰ ㈱伊予設備 米　湊 ９８３－４６１３

１８㈪ 岩井水道工業所 大　平 ９８３－３０６６

２３㈯ 藤岡工業㈱ 上　灘 ９８６－０３５０

２４㈰ ㈲二宮水道工業 下吾川 ９８３－２８１９

３０㈯ 未来設備 尾　崎 ９８３－５２８２

３１㈰ 功栄設備 中　村 ９８２－５８８８

８
６㈯ ㈲升田金物店 出　渕 ９６７－００６７

７㈰ ㈲ハヤタ設備工業 上吾川 ９８３－０３９８

※水道メーターから宅地側の修理は自己負担。
※業者への依頼は、８：００～１７：００。

市税の納期（７月）

納期限 口座引落日

固定資産税

（第２期）

国民健康保険税

普通徴収

（第１期）

８月１日（月） ７月２７日（水）

男
女
共
同
参
画
の
推
進
に
関
心
の
あ
る
方
へ

「
日
本
女
性
会
議
」
の
参
加
者
を
募
集
し
ま
す

ま
ち
づ
く
り
創
造
課
（
内
線
５
８
８
）

　

男
女
共
同
参
画
に
関
す
る
会
議
と
し

て
は
国
内
で
最
大
規
模
で
あ
る
、「
日
本

女
性
会
議
」へ
の
参
加
者
を
募
集
し
ま

す
。

■
会
議
名　

日
本
女
性
会
議
２
０
１
１

松
江
大
会

■
場
所　

く
に
び
き
メ
ッ
セ（
島
根
県

松
江
市
学
園
南
１
ー
２
ー
１
）

■
日
程　

１０
月

１４
日
㈮
～
１５
日
㈯

■
参
加
者
負
担
金　

１
０
０
０
０
円
程

度（
飲
食
代
は
別
途
必
要
で
す
）

■
募
集
人
数　

５
人
程
度

※
応
募
者
多
数
の
場
合
は
抽
選
と
し
ま
す
。

■
対
象
者　

市
内
在
住
の
女
性
で
、
会

議
参
加
後
に
８
０
０
字
程
度
の
レ
ポ
ー

ト
を
提
出
で
き
る
方

■
申
込
締
切　

７
月
１５
日
㈮

■
そ
の
他　

会
場
へ
の
交
通
手
段
は
公

共
交
通
機
関
を
利
用
し
、
職
員
が
随
行

し
ま
す
。

■
申
し
込
み　

ま
ち
づ
く
り
創
造
課
へ

お
電
話
く
だ
さ
い
。

ご
意
見
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い

意
見
公
募
手
続
制
度
に
よ
る
意
見
を
求
め
ま
す

都
市
整
備
課
（
内
線
５
６
８
）、
市
民
生
活
課
（
内
線
５
３
５
）

　

市
で
は
、
伊
予
市
意
見
公
募
手
続
条

例
に
基
づ
き
、
次
の
２
件
に
つ
い
て
意

見
を
募
集
し
ま
す
。

■
政
策
等
の
名
称

①
伊
予
市
景
観
計
画（
案
）

②
伊
予
市
廃
棄
物
の
処
理
及
び
清
掃
に

関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

（
案
）

■
閲
覧
場
所

○
市
役
所
１
階
ロ
ビ
ー

○
中
山
・
双
海
地
域
事
務
所

○
伊
予
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

■
閲
覧
期
間
・
意
見
の
提
出
期
間

　

７
月
４
日
㈪
～
２５
日
㈪

■
意
見
の
提
出
方
法

　

意
見
提
案
書（
所
定
の
様
式
）
に
必

要
事
項
を
記
入
し
、
直
接
持
参
、
郵
送
、

フ
ァ
ッ
ク
ス
、
Ｅ
メ
ー
ル
の
い
ず
れ
か

で
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

■
提
出
先

①

都

市

整

備

課（

９

８

２

ー

１
２
３
４
、
Ｅ
メ
ー
ルto

sh
iseib

i@

city
.iy

o
.lg

.jp

）

②

市

民

生

活

課（

９

４

６

ー

７
３
５
３
、
Ｅ
メ
ー
ルseik

atsu
@

city
.iy

o
.lg

.jp

）
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平
成
２３
年
度
市
営
住
宅
の
入
居
希
望

者
を
次
の
と
お
り
募
集
し
ま
す
。

■
募
集
対
象
住
宅

　

中
山
・
双
海
地
域
の
市
営
住
宅

■
入
居
申
込
資
格

○
伊
予
市
内
に
住
所
、
ま
た
は
勤
務
場

所
が
あ
る
こ
と
。

○
現
在
、
住
む
所
に
困
っ
て
い
る
こ
と
。

○
同
居
を
予
定
す
る
親
族
が
い
る
こ

と
。（
条
件
に
よ
り
単
身
も
可
）

○
世
帯
全
員
の
所
得
月
額
が
基
準
額

（
１５
万
８
千
円
、
ま
た
は
２１
万
４
千
円
）

以
下
で
あ
る
こ
と
。

○
市
税
を
滞
納
し
て
い
な
い
こ
と
。

○
い
わ
ゆ
る「
暴
力
団
員
」で
な
い
こ
と
。

■
家
賃

　

対
象
住
宅
の
立
地
条
件
な
ど
に
よ
り

算
定
さ
れ
た
基
礎
額
か
ら
、
入
居
す
る

方
の
所
得
に
応
じ
て
決
定
し
ま
す
。

■
選
考
方
法

　

申
し
込
み
は
毎
月
末
締
め
と
し
、
住

宅
困
窮
度
合
い
に
よ
り
選
考
し
難
い
場

合
は
、
翌
月
に
公
開
抽
選
を
行
い
ま
す
。

　

空
き
家
が
な
い
場
合
は
、
補
欠
入
居

者
と
し
て
登
録
し
、
空
き
家
が
生
じ
た

時
点
で
公
開
抽
選
に
よ
り
入
居
順
位
を

決
定
し
ま
す
。

※
母
子
、
高
齢
者
、
心
身
障
害
者
世
帯
な
ど

は
、
入
居
順
位
の
優
遇
が
あ
り
ま
す
。

■
応
募
受
付
期
間

　

７
月
４
日
㈪
～
平
成
２４
年
１
月
３１
日

㈫
（
８
時
３０
分
～
１７
時
１５
分
、
土
・
日
曜

日
、
祝
日
、
年
末
年
始
を
除
く
。）

※
受
付
順
は
、
入
居
順
位
と
無
関
係
。

■
応
募
手
続
き

　

都
市
整
備
課
窓
口
に
置
い
て
あ
る
申

込
書
に
、
必
要
書
類
を
添
付
し
て
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。

中
山
・
双
海
地
域
の
市
営
住
宅
入
居
希
望
の
方
へ

市
営
住
宅
入
居
者
の
随
時
募
集
に
つ
い
て

都
市
整
備
課
（
内
線
５
９
５
）

副議長　武智 邦典 氏

　６月９日、平成２３年第４回６月伊予市議会定例会

が開催され、新しい議長に田中弘氏（中山）、副議長

に武智邦典氏（宮下）が決定しました。

平成２３年第４回６月議会

議長、副議長が決まりました

議長　田中 弘 氏

　　　伊予市役所　　　☎９８２－１１１１

　　　中山地域事務所　☎９６７－１１１１

　　　双海地域事務所　☎９８６－１１１１

伊予市ホームページ　http://www.city.iyo.lg.jp

しせいニュースしせいニュース

家
屋
を
取
り
壊
す
場
合
は
ご
相
談
く
だ
さ
い

家
屋
を
取
り
壊
し
た
と
き
の
固
定
資
産
税
に
つ
い
て

税
務
課
（
内
線
５
３
４
）

　

居
住
用
の
家
屋
が
建
っ
て
い
る
土
地

は
、
税
負
担
の
軽
減
を
図
る
た
め
、
特

例
措
置
が
適
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

家
屋
を
取
り
壊
し
た
と
き
、
こ
の
適

用
が
な
く
な
り
、
家
屋
の
価
格
に
よ
っ

て
は
、
か
え
っ
て
税
額
が
上
が
る
場
合

が
あ
り
ま
す
の
で
、
事
前
に
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

　

ま
た
、
家
屋
を
取
り
壊
し
た
と
き
に

つ
い
て
も
、
調
査
員
に
よ
る
把
握
が
困

難
な
場
合
も
あ
り
ま
す
の
で
、
税
務
課

ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

◎
喜
楽
鉱
業
株
式
会
社
よ
り
２
０
０
万
円
を
寄
付

　

三
秋
に
営
業
所
が
あ
る
喜
楽
鉱
業
株
式
会
社
か
ら
、
伊
予
市
の
地
域
振
興
に

役
立
て
て
く
だ
さ
い
と
、
２
０
０
万
円
の
寄
付
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

ご
寄
付
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す



中
小
企
業
経
営
者
の
方
へ

中
小
企
業
振
興
資
金
融
資
制
度

産
業
経
済
課
（
内
線
５
７
３
）

伊
予
地
区
ひ
ま
わ
り
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
連
絡
協
議
会

『
第
７
回 

ひ
ま
わ
り
祭
り
』
を
開
催
し
ま
す

産
業
経
済
課
（
内
線
５
７
９
）

つながって 支えあって 消費者力

伊予市消費者相談窓口からのお知らせ

高齢者家庭相談員事業をご存知ですか ?

　伊予市社会福祉協議会では、９０人の高齢者家

庭相談員が約８００人の高齢者を見守る活動をし

ています。

　独り暮らしをしている７０歳以上の方を対象に、

安否確認をしたり、健康や日常生活のことで困っ

ていることがないか相談を受けたりしています。

　高齢者を狙った悪質な訪問販売や電話勧誘販

売による被害が後を絶ちません。このように地

域でかかわってくださる方々の見守りは非常に

重要です。お気軽にご相談下さい。

（伊予市社会福祉協議会　☎９８２－０３９３）

悪質商法・多重債務などで困った時は、まず相談！

産業経済課　消費者相談窓口

専用電話　☎９８２－１２８９
月・水・金曜日は専門の相談員が対応します。

■
日
時　

７
月
１０
日
㈰
、
１０
時
～

１４
時

３０
分　

※
雨
天
中
止

■
場
所　

ウ
ェ
ル
ピ
ア
伊
予

■
内
容　

○
ひ
ま
わ
り
苗
配
布
や
ひ
ま
わ
り
の
絵

の
展
示

○
伊
予
農
高
や
地
元
団
体
に
よ
る
特
産

品
の
展
示
・
販
売

○
園
児
に
よ
る
歌
や
踊
り
な
ど
の
イ
ベ

ン
ト

■
問
い
合
わ
せ　

伊
予
地
区
ひ
ま
わ

り
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
連
絡
協
議
会
事
務
局

（
伊
予
農
業
高
等
学
校
内
、
☎
９
８
２
ー

１
２
２
５
、
ま
た
は
産
業
経
済
課
）

　

市
内
で
１
年
以
上
、
中
小
企
業
を
経

営
し
て
い
る
個
人
ま
た
は
法
人
の
方

に
、
事
業
に
必
要
な
運
転
資
金
や
設
備

投
資
資
金
を
低
利
で
融
資
す
る
制
度
を

設
け
て
い
ま
す
。

■
融
資
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
方

○
市
内
に
住
居
ま
た
は
事
業
所
が
あ

り
、
市
税
を
完
納
し
て
い
る
方

■
融
資
条
件

○
融
資
限
度
額　

５００
万
円

○
融
資
期
間　

５
年
以
内

○
返
済
方
法　

原
則
と
し
て
分
割
払
い

（
一
括
払
い
も
可
）

○
保
証
人　

法
人
の
場
合
は
そ
の
代
表

者
の
方
。
個
人
の
場
合
は
原
則
と
し
て

不
要
で
す
が
、
経
営
者
本
人
の
配
偶
者

な
ど
を
保
証
人
と
し
て
求
め
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
。

■
貸
付
利
率　

年
利
１
・
８
５
％（
日

本
政
策
金
融
公
庫
普
通
貸
付
利
率
の

０
・
３
％
引
き
、
６
月
８
日
現
在
の
変

動
利
率
）

平成２２年度情報公開・個人情報保護の実施状況

　市では、伊予市情報公開条例および伊予市個人情報保護

条例に基づき、実施状況を公表します。

■個人情報保護の実施状況
○個人情報取扱事務登録件数　５８５件

実施機関 内　容 件数

市 長、議 会、教

育委員会、選挙

管理委員会、公

平委員会、監査

委員、農業委員

会、固定資産評

価審査委員会

開示、訂正、利用停止の請求 ０

開示、訂正、利用停止の請求に

対する決定
０

不服申し立て ０

裁決または決定を行った処理 ０

■情報公開の実施状況

実施機関 内　容 件数

市長

公文書公開請求 ３

処
理
状
況

公開決定 ３
全部公開 ０
部分公開 ３

非公開決定 ０
不服申し立て ０

※市長部局以外はなし。

■問い合わせ　総務課（内線５０８）
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市
が
行
う
事
務
事
業
を
外
部
評
価

伊
予
市
行
政
評
価
委
員
会
委
員
が
決
ま
り
ま
し
た

行
政
改
革
・
政
策
推
進
室
（
内
線
６
６
８
）

　
「
第
三
期
伊
予
市
行
政
評
価
委
員
会

（
外
部
評
価
委
員
）」の
委
員
が
次
の
と
お

り
決
定
し
ま
し
た
。

■
学
識
経
験
者

○
妹
尾 

克
敏
さ
ん（
松
山
大
学
法
学
部

長
）

○
向
井 

昌
寿
さ
ん（
南
法
律
事
務
所
弁

護
士
）

■
公
募
に
よ
る
者

○
武
智 

英
明
さ
ん（
上
三
谷
）

○
藤
本 

郁
惠
さ
ん（
双
海
町
上
灘
）

■
市
長
が
認
め
た
者

○
曽
根 

弘
輝
さ
ん（
下
吾
川
）
元
伊
予

市
総
合
計
画
策
定
審
議
会
委
員

○
高
橋　

敏
さ
ん（
中
山
町
中
山
）元
伊

予
市
・
中
山
町
・
双
海
町
合
併
協
議
会

委
員

特
別
徴
収（
年
金
か
ら
の
天
引
き
）で
介
護
保
険
料
を
納
め
て
い
る
方
へ

介
護
保
険
特
別
徴
収
通
知
書
の
様
式
が
変
わ
り
ま
す

長
寿
介
護
課
（
内
線
５
５
９
・
５
６
２
）

封
書
か
ら
は
が
き
に
変
わ
り
ま
す　

　

今
年
度
７
月
の
年
額
決
定
通
知
か

ら
、
特
別
徴
収
通
知
書
が
、
封
書
か
ら

は
が
し
て
読
む
は
が
き
に
変
わ
り
ま
す

の
で
ご
留
意
く
だ
さ
い
。

４
月
の
仮
徴
収
通
知
は
送
付
し
ま
せ
ん

　

７
月
の
通
知
に
、
翌
年
度
の
仮
徴
収

額
を
記
載
し
ま
す
の
で
、
今
後
は
４
月

の
仮
徴
収
通
知
は
送
付
し
ま
せ
ん
。

同
じ
有
効
成
分
で
作
ら
れ
た
低
価
格
の
薬

ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
に
つ
い
て

健
康
保
険
課
（
内
線
５
４
５
）

　

ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
は
、
医
薬
品

の
特
許
が
切
れ
た
後
に
同
じ
有
効
成
分

で
作
ら
れ
た
薬
の
こ
と
で
す
。
低
価
格

で
す
の
で
、
自
己
負
担
額
を
安
く
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

市
で
は
、
国
民
健
康
保
険
加
入
者
に

対
し
、
被
保
険
者
証
更
新
の
と
き
に
、

「
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
希
望
カ
ー
ド
」

を
同
封
し
ま
す
。
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬

品
を
希
望
す
る
方
は
、
カ
ー
ド
を
病
院

や
薬
局
の
窓
口
で
見
せ
て
く
だ
さ
い
。

※
す
べ
て
の
薬
に
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品

が
あ
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

※
薬
代
が
下
が
っ
て
も
、
自
己
負
担
額
が

新
薬
と
変
わ
ら
な
い
場
合
も
あ
り
ま
す
。

※
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
へ
の
切
り
替
え

は
、
医
師
や
薬
剤
師
に
ご
相
談
く
だ
さ

い
。

しせいニュースしせいニュース
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先
月
号
の
広
報
い
よ
し
で
紹
介
し
た

行
政
評
価
の
意
見
公
募
を
始
め
ま
す
。

　

行
政
が
実
施
し
た
事
務
事
業
に
対
す

る
皆
さ
ん
の
ご
意
見
を
お
寄
せ
く
だ
さ

い
。

■
意
見
公
募
期
間

　

７
月
１
日
㈮
～
３１
日
㈰

■
閲
覧
場
所

○
市
役
所
１
階
ロ
ビ
ー

○
中
山
・
双
海
地
域
事
務
所

ご
意
見
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い

平
成
２２
年
度
行
政
評
価
の
意
見
公
募
を
行
い
ま
す

行
政
改
革
・
政
策
推
進
室
（
内
線
６
６
８
）

○
伊
予
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ（
行
政
評
価

公
開
シ
ス
テ
ム
）

※
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
行
政
評
価
公
開
シ
ス

テ
ム
か
ら
意
見
を
提
出
す
る
に
は
、
登

録
が
必
要
で
す
。

※
市
役
所
・
各
地
域
事
務
所
に
持
参
す
る

場
合
は
、
平
日
の
８
時
３０
分
～
１７
時
１５

分
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

■
提
出
先　

　

行
政
改
革
・
政
策
推
進
室

※はがして読むはがき



　

国
民
年
金
の
保
険
料
は
、
月
額

１
５
０
２
０
円（
平
成
２３
年
度
）で
す
。

　

し
か
し
、
保
険
料
の
納
付
が
経
済
的

に
困
難
な
場
合
は
、
申
請
に
よ
り
免
除

ま
た
は
猶
予
と
な
る
制
度
が
あ
り
、
申

請
は
毎
年
度
必
要
で
す
。

　

今
年
度
の
申
請
受
付
を
７
月
１
日
か

ら
開
始
し
ま
す
。

①
全
額
免
除
・
一
部
納
付

　

本
人
・
配
偶
者
・
世
帯
主
の
前
年
所

得
が
一
定
額
以
下
の
場
合
は
、
保
険
料

の
全
額
免
除
ま
た
は
一
部
納
付
の
申
請

が
で
き
ま
す
。
た
だ
し
、
一
部
納
付
に

つ
い
て
は
、
そ
の
支
払
い
が
な
け
れ
ば

未
納
扱
い
と
な
り
ま
す
。

②
若
年
者
納
付
猶
予

　

３０
歳
未
満
の
方
で
、
本
人
と
配
偶
者

の
前
年
所
得
が
一
定
額
以
下
の
場
合

は
、
保
険
料
の
納
付
猶
予
の
申
請
が
で

き
ま
す
。

※
①
、
②
の
期
間
は
、
年
金
を
受
け
取
る
た

め
に
必
要
な
期
間（
受
給
資
格
期
間
）
と

し
て
算
入
さ
れ
ま
す
。

※
免
除
や
猶
予
を
受
け
て
か
ら
１０
年
以
内

は
、
さ
か
の
ぼ
っ
て
保
険
料
を
納
付（
追

納
）
す
る
こ
と
が
で
き
、
受
け
取
る
年
金

額
を
増
や
せ
ま
す
。

※
前
年
所
得
が
一
定
額
以
下
で
あ
る
学
生

の
方
が
申
請
で
き
る
、
学
生
納
付
特
例

も
受
け
付
け
て
い
ま
す
。
期
間
は
４
月

～
平
成
２４
年
３
月
の
１
年
間
と
な
り
ま

す
。

■
申
請
に
必
要
な
も
の

○
年
金
手
帳

○
印
鑑

○
離
職
票
、
ま
た
は
雇
用
保
険
受
給
者

証（
退
職
・
失
業
し
た
方
）

○
学
生
証
、
ま
た
は
在
学
証
明
書（
学

生
の
方
）

■
問
い
合
わ
せ

　

松
山
西
年
金
事
務
所（
☎
９
２
５
ー

５
１
０
５
）、
ま
た
は
健
康
保
険
課

平
成
２３
年
度
国
民
年
金
保
険
料

免
除
申
請
の
受
付
を
開
始
し
ま
す

健
康
保
険
課
（
内
線
５
４
７
）

２０１１．７ 広報いよし (14)広報いよし ２０１１．７(15)

　
「
伊
予
市
食
育
推
進
計
画
」に
基
づ
き
、

市
民
の
皆
さ
ん
と
協
働
で
食
育
の
推
進

を
図
る
た
め
、
市
民
委
員（
伊
予
市
食

育
推
進
会
議
委
員
）を
募
集
し
ま
す
。

■
審
議
会
等
の
名
称

　

伊
予
市
食
育
推
進
会
議

■
募
集
委
員　

　

公
募
に
よ
る
市
民
３
人

■
任
期　

　

委
嘱
の
日
か
ら
平
成
２６
年
３
月
３１
日

ま
で

■
委
員
会
の
予
定
回
数

　

年
間
３
回
程
度

■
謝
礼

　

謝
礼
を
支
払
い
ま
す

■
応
募
資
格

○
平
日
の
昼
間
に
開
催
す
る
会
議
に
出

席
で
き
る
方

○
応
募
時
に
満
２０
歳
以
上
で
、
１
年
以

上
市
内
に
在
住
し
、
任
期
中
に
転
出
す

る
予
定
が
な
い
方

○
本
市
の
他
の
審
議
会
な
ど
の
委
員
に

選
任
さ
れ
て
い
な
い
方

○
行
政
機
関
の
職
員
で
な
い
方

■
選
考
方
法

○
作
文
に
よ
る
審
査

・「
伊
予
市
ら
し
い
食
育
の
推
進
に
つ

い
て
の
考
え
」
を
題
材
と
し
た
作
文

（
８
０
０
字
程
度
）

※
面
接
に
よ
る
審
査
を
す
る
こ
と
も
あ
り

ま
す
。

■
応
募
方
法

　

所
定
の
応
募
申
込
書
に
必
要
事
項
を

記
入
し
、
作
文
を
添
付
し
、
直
接
、
郵
送
、

ま
た
は
Ｅ
メ
ー
ル
で
提
出
し
て
く
だ
さ

い
。

※
応
募
申
込
書
は
、
伊
予
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し
て
い
た
だ
く
か
、

伊
予
市
保
健
セ
ン
タ
ー
で
お
受
け
取
り

く
だ
さ
い
。

※
応
募
書
類
は
返
却
し
ま
せ
ん
。
審
査
後

の
結
果
は
全
員
に
通
知
し
ま
す
。

■
応
募
期
限　

７
月
２５
日
㈪
必
着

■
提
出
先

　

伊

予

市

保

健

セ

ン

タ

ー

（
〒
７
９
９
ー
３
１
１
３
、
伊
予
市
米

湊
７
６
８
ー
２
、
Ｅ
メ
ー
ルh

o
k
en

-

cen
ter@

city
.iy

o
.lg

.jp

）

食
育
の
推
進
を
図
る
た
め
に

伊
予
市
食
育
推
進
会
議
委
員
を
募
集
し
ま
す

伊
予
市
保
健
セ
ン
タ
ー
☎
９
８
３
ー
４
０
５
２

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料

平
成
２３
年
度
保
険
料
の
通
知
書
を
送
付
し
ま
す

健
康
保
険
課
（
内
線
５
２
４
）

　

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
の
通
知
書

を
７
月
中
に
送
付
し
ま
す
。
納
付
方
法

は
、年
金
か
ら
天
引
き
す
る「
特
別
徴
収
」

と
、
納
付
書
ま
た
は
口
座
振
替
な
ど
で

納
め
る「
普
通
徴
収
」の
２
種
類
が
あ
り

ま
す
。

　

今
回
送
付
す
る
通
知
書
の
保
険
料
額

欄
に
は
、「
特
別
徴
収
額
」・「
普
通
徴
収
額
」

そ
れ
ぞ
れ
の
納
付
金
額
が
記
入
さ
れ
て

い
ま
す
の
で
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

　
「
普
通
徴
収
」
の
方
は
、
納
付
書
が
同

封
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、
納
期
限
ま
で

に
伊
予
市
指
定
金
融
機
関
で
納
付
し
て

く
だ
さ
い
。

　

口
座
振
替
を
希
望
す
る
方
は
、
同
封

の
伊
予
市
市
税
等
口
座
振
替
依
頼
書

で
、
指
定
金
融
機
関
に
お
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。

一
定
の
障
害
の
あ
る
方

「
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
」
　

に
加
入
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す

健
康
保
険
課
（
内
線
５
２
４
）

　

６５
歳
以
上
７５
歳
未
満
の
一
定
の
障
害

の
あ
る
方
は
、
申
請
す
る
こ
と
で「
後

期
高
齢
者
医
療
制
度
」に
加
入
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

■
対
象
者

　

６５
歳
以
上
７５
歳
未
満
の
方
で
、
次
の

手
帳
を
お
持
ち
の
方

○
身
体
障
害
者
手
帳

・
身
体
障
害
者
等
級
表
に
よ
る
級
別
の

１
～
３
級
に
該
当
す
る
方

・
同
表
の
４
級
の
一
部
に
該
当
す
る
方

○
精
神
障
害
者
手
帳

・
障
害
等
級
の
１
・
２
級
に
該
当
す
る
方

○
療
育
手
帳

・
手
帳
の
表
示
が
Ａ
に
該
当
す
る
方

・
手
帳
の
表
示
が
Ｂ
で
、
身
体
障
害
者

手
帳
４
～
６
級
に
該
当
す
る
方

■
窓
口
に
持
参
す
る
も
の

○
身
体
障
害
者
手
帳
な
ど（
障
害
の
程

度
が
分
か
る
も
の
）

○
被
保
険
者
証

○
印
鑑

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
に
加
入
し
て
い
る
方
へ

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の「
被
保
険
者
証
」を
交
付
し
ま
す

健
康
保
険
課
（
内
線
５
２
４
）

　

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
に
加
入
し
て

い
る
皆
さ
ん
が
お
持
ち
の「
被
保
険
者

証
」は
、
８
月
１
日（
有
効
期
限 

平
成
２３

年
７
月
３１
日
）か
ら
利
用
で
き
ま
せ
ん
。

　

新
し
い
被
保
険
者
証
を
７
月
中
に
送

付
し
ま
す
。
た
だ
し
、
保
険
料
を
納
付

し
て
い
な
い
方
は
、
納
付
相
談
が
必
要

に
な
り
ま
す
。な
お
、住
所
変
更
な
ど
で
、

被
保
険
者
証
が
届
か
な
い
方
は
、
健
康

保
険
課
窓
口
で
交
付
し
ま
す
。

国
民
健
康
保
険
に
加
入
し
て
い
る
方
へ

国
民
健
康
保
険
の
「
被
保
険
者
証
」
を
交
付
し
ま
す

健
康
保
険
課
（
内
線
５
４
５
）

　

国
民
健
康
保
険
に
加
入
し
て
い
る
皆

さ
ん
が
お
持
ち
の「
被
保
険
者
証
」
は
、

８
月
１
日（
有
効
期
限 

平
成
２３
年
７
月

３１
日
）か
ら
利
用
で
き
ま
せ
ん
。

　

新
し
い
被
保
険
者
証
を
７
月
中
に
送

付
し
ま
す
。
た
だ
し
、
長
期
間
、
国
保
税

を
納
付
し
て
い
な
い
方
は
、
納
付
相
談

が
必
要
に
な
り
ま
す
。
な
お
、
住
所
変
更

な
ど
で
、
被
保
険
者
証
が
届
か
な
い
方

は
、
健
康
保
険
課
窓
口
で
交
付
し
ま
す
。

■国民健康保険被保険者証 ■後期高齢者医療被保険者証

しせいニュースしせいニュース
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皆
さ
ん
の
安
心
の
た
め
に
、
消
防
は
２４
時
間
活
動
し
て
い
ま
す

水
の
事
故
か
ら
子
ど
も
た
ち
を
守
る
た
め
に

伊
予
消
防
署
☎
９
８
２
ー
０
６
５
７

■伊予市管内の火災と救急出場件数（５月末日現在）

種別 ５月分 累計

火 災

件 数

本庁 ０

０

本庁 ２

５中山 ０ 中山 １

双海 ０ 双海 ２

救急出場

件 数

本庁 １１４

１４０

本庁 ５６４

７２３中山 １１ 中山 ６７

双海 １５ 双海 ９２

☎
火災・救急　➡　１１９

火　　災
救急病院

  案内 ９８２－５９５９

　

夏
に
な
る
と
海
や
川
、
プ
ー
ル
な
ど
、

水
に
親
し
む
機
会
が
多
く
な
り
ま
す
。

同
時
に
、
一
年
の
中
で
最
も
水
に
よ
る

事
故
が
多
く
な
る
時
期
で
も
あ
り
ま

す
。

　

水
に
よ
る
事
故
は
、
一
瞬
の
気
の
緩

み
や
不
注
意
か
ら
起
き
て
い
ま
す
。
水

の
あ
る
と
こ
ろ
に
は
事
故
の
危
険
性
が

あ
る
こ
と
を
忘
れ
ず
に
、
周
囲
の
人
が

気
を
配
り
、
事
故
を
未
然
に
防
ぐ
よ
う

に
し
ま
し
ょ
う
。

「
東
日
本
大
震
災

　
　
　
　
　
　

活
動
報
告
」

　

伊
予
消
防
等
事
務
組
合
か
ら
隊
員
８

名
が
緊
急
消
防
援
助
隊
と
し
て
、
現
地

で
活
動
し
ま
し
た
。

　

派
遣
隊
員
は
消
防
車
、
救
急
車
、
支

援
車
に
別
れ
３
月

１４
日
に
出
発
、
高
速

道
路
を
３
日
走
り
岩
手
県
に
到
着
し
、

１７
日
か
ら
の
活
動
と
な
り
ま
し
た
。

　

釜
石
市
鵜
住
居
町
で
、
倒
壊
家
屋
や

瓦
礫
下
な
ど
の
人
命
検
索
を
行
い
、
翌

日
も
釜
石
市
の
片
岸
町
で
人
命
検
索
活

動
と
救
急
活
動
を
行
い
ま
し
た
。

　

倒
壊
現
場
で
は
ガ
ス
漏
れ
が
続
き
、

チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
、
エ
ン
ジ
ン
カ
ッ
タ
ー
な

ど
火
気
を
使
用
す
る
機
具
は
危
険
な
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しせいニュースしせいニュース

こ
ん
な
場
所
は
要
注
意

　

好
奇
心
と
行
動
力
の
旺
盛
な
乳
幼
児

に
は
、
日
頃
か
ら
細
心
の
注
意
を
払
い
、

環
境
の
整
備
を
心
掛
け
ま
し
ょ
う
。
ま

た
、
子
ど
も
た
ち
に
、
実
際
に
危
険
な

場
所
を
見
せ
て
お
く
の
も
事
故
を
未
然

に
防
止
す
る
一
つ
の
方
法
で
す
。

《
家
庭
内
》

・
水
の
入
っ
て
い
る
浴
槽
、
洗
濯
機

・
ビ
ニ
ー
ル
プ
ー
ル

・
庭
の
池

《
家
の
周
囲
》

・
た
め
池
や
用
水
路

・
工
事
現
場

・
使
わ
れ
て
い
な
い
井
戸

・
マ
ン
ホ
ー
ル

・『
危
険
』
の
表
示
が
あ
る
場
所

子
ど
も
が
泳
ぎ
に
行
く
時
に
は

　
　
　
　
　
　
　
　

確
認
し
ま
し
ょ
う

・
ど
こ
へ
誰
と
行
く
の
か

・
い
つ
帰
る
の
か

・
泳
ぐ
と
き
の
注
意
点

・
健
康
チ
ェ
ッ
ク

た
め
、
全
て
手
作
業
で
活
動
し
ま
し
た
。

救
急
活
動
は
地
元
の
消
防
署
で
、
救
急

搬
送
業
務
を
行
い
ま
し
た
。

　

派
遣
中
の
食
事
は
イ
ン
ス
タ
ン
ト
食

品
、
就
寝
場
所
は
体
育
館
で
の
雑
魚
寝
、

時
に
は
車
両
で
寝
ま
し
た
。

　

今
後
３０
年
以
内
に
発
生
が
懸
念
さ

れ
て
い
る
東
南
海
・
南
海
地
震
を
前
に
、

今
回
の
地
震
で
得
た
教
訓
、
派
遣
を
通

じ
て
得
た
貴
重
な
経
験
を
後
輩
に
伝

え
、
今
後
の
活
動
に
生
か
す
こ
と
が
私

た
ち
の
責
務
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。


